
次頁に続きます 

 

令和７年８月 28 日 

 

件 名 令和７年度米海兵隊との実動訓練（レゾリュート・ドラゴン２５）について 

 

概 要 このことについて、本日（28 日）、中国四国防衛局から説明があり、これを受け

て、要請等を行いましたので、下記のとおりお知らせします。 

記 

１ 日  時：令和７年８月 28 日 ９時 15 分～９時 45 分 

２ 場 所：岩国市役所３階 市長応接室 

３ 来庁者：中国四国防衛局長  深和 岳人（ふかわ がくと） 

４ 対応者：岩 国 市 長  福田 良彦（ふくだ よしひこ） 

 

【以下、概略】 

５ 国からの説明内容 ※別紙説明資料参照 

【概要】 

○ 陸上自衛隊は、令和７年９月 11 日（木）から９月 25 日（木）までの間、令和７年

度米海兵隊等との実動訓練 (レゾリュート・ドラゴン２５)を実施する。 

○ 本訓練は、日米の連携強化及び共同作戦能力の向上を図ることを目的とするもので、

北海道大演習場、日出生台演習場等において実施を予定しており、既に８月５日（火）

に公表している。 

○ このたび、調整の結果、米海兵隊岩国飛行場を訓練場所として追加することとなり、

米単独での対艦戦闘訓練及び日米部隊間の交流を実施する計画である。 

○ 参加部隊は、陸上自衛隊、米海兵隊及び米陸軍であり、当該基地においては、国内で 

は初めて米陸軍のミサイルシステム「タイフォン」を展開する訓練を実施する。 

○ 米軍による米陸軍のミサイルシステム「タイフォン」の展開訓練は、レゾリュート・

ドラゴン２５の一環として行われることから、当該訓練の実施期間である令和７年９

月 11 日から同月 25 日まで実施される予定である。 

○ なお、「タイフォン」は本訓練のための一時的な展開であり、訓練終了後は撤収する。 

 

【装備品について】 

○ 米陸軍のミサイルシステム「タイフォン」は、ＳＭ－６ミサイルやトマホークミサ 

イルを運用する地上発射型の長距離ミサイルシステムであり、例えば、我が国へ侵攻

してくる艦艇や上陸部隊等に対して脅威圏の外から対処することが可能である。 

○ このような我が国に侵攻してくる艦艇等に早期・遠方で対処することができる能力

は、我が国自身が保有することとなる同種の能力であるスタンド・オフ防衛能力と相

まって、我が国へ侵攻しようとする相手に、侵攻のための部隊が確実に阻止されるこ
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とを認識させ、我が国への武力攻撃そのものの抑止につながる能力であると考えてい

る。 

○ また、高い機動展開能力を有しており、戦況に応じ、様々な場所への展開が可能な 

装備品である。 

 

【一時展開の目的】 

○ 我が国としては、我が国へ侵攻してくる艦艇や上陸部隊等に対して脅威圏の外から

対処するため、スタンド・オフ防衛能力を抜本的に強化することとしている。 

○ こうした考えの下、我が国として、国産のスタンド・オフ・ミサイルの導入を進め 

ていくが、これを必要な数量整備するには一定の時間を要する。このため、我が国自身

も、トマホークをはじめとする外国製弾を取得するとともに、今回、同様に早期・遠方

での艦艇等への対処が可能なミサイルシステム「タイフォン」の展開訓練を行うこと

で、米国の同種のミサイル機動展開能力を向上させることにつながる。 

○ これにより、我が国のスタンド・オフ防衛能力と相まって、日米同盟としての即応 

性や相互運用能力を向上させ、我が国に対する武力攻撃そのものの可能性を低下させ

ることができると考えている。 

○ また、一時展開の機会に、陸上自衛隊の隊員と米軍の担当者間での情報共有を含む

部隊間交流を行う予定であり、これにより日米同盟の共同の能力及び相互運用性の向

上にも資すると考えている。 

 

【一時展開の要領】 

○ 今般の訓練の一環として、実弾射撃を実施することはない。 

○ また、米陸軍のミサイルシステム「タイフォン」はＳＭ－６ミサイルやトマホーク 

ミサイルといった通常兵器のみを運用するためのアセットであり、核弾頭を搭載した

ミサイルを運用する能力を有しないと承知している。 

○ 米陸軍のミサイルシステム「タイフォン」を含め、今般の訓練（レゾリュート・ド 

ラゴン２５）に参加する米軍の装備品等は、岩国飛行場内の滑走路を利用した航空機

による輸送をもって搬入出する予定であるところ、一般論として、当該米陸軍のミサ

イルシステム「タイフォン」を航空機に積載するための準備や部隊の撤収作業等に一

定の時間を要するものと承知している。 

○ なお、航空機の到着日程については、運用に関することのため事前の情報提供はで

きないが、お知らせできる情報が得られた際には、適切にお知らせしたいと考えてい

る。 

○ 今回の展開は、訓練のために一時的に行われるものであり、恒常的な配備を念頭に

おいたものではない。 

 

６ 国への質問事項及び回答 

【岩国基地で実施する理由について】 

（福田市長） 

○ なぜ、この訓練を岩国基地で実施するのか。 
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（深和局長） 

○ 車両搭載型の米陸軍のミサイルシステム「タイフォン」は、一つの展開場所に拠ら

ず、状況に応じて、適切な場所に機動展開を行うことが想定されるアセットであるた

め、今般、岩国飛行場に展開することは、有事における運用を予断するものではない。 

○ その上で、岩国飛行場は米海兵隊、米海軍、海上自衛隊の航空部隊が配備、運用さ 

れていること、また、港湾と飛行場の双方を備えていることから、米軍の前方展開のプ

レゼンスを示すとともに、日米の連携を示す上で、我が国及びこの地域の安全保障に

とって、戦略的に極めて重要な飛行場である。 

○ こうしたことを踏まえれば岩国飛行場において米軍アセットが迅速に展開できる能

力を示し、日米の連携を示すことは、日米同盟の抑止力・対処力を向上させる上で、効

果的であると考えている。 

○ こういった要素を考慮し、今般のレゾリュート・ドラゴン２５の訓練のアセットの

展開訓練では、岩国飛行場において展開訓練を実施することとしたものである。 

 

【将来的な岩国基地への配備の有無について】 

（福田市長） 

○ 今後も岩国基地で「タイフォン」を一時展開するのか、又は、岩国基地に将来的に

「タイフォン」が配備されるのか。 

 

（深和局長） 

○ 今回の展開は、訓練のために一時的に行われるものであり、恒常的な配備を念頭に

置いたものではなく米国は訓練終了後に米陸軍のミサイルシステム「タイフォン」を

日本から撤収する予定である。 

○ その上で、今回の展開訓練以外に現段階で何ら決まっていることはない。また、米 

国からは、日本への米陸軍のミサイルシステム「タイフォン」の恒常的な配備について

現時点で検討していない旨の説明を受けている。 

 

【岩国基地が標的とされる可能性について】 

（福田市長） 

○ これまでも一時的な軍の属性を超えた統合訓練実施の際、岩国基地が標的とされる

のではないかとの市民からの声があった。今回の訓練においても、市民から同様の声

が予想されるが、国の見解はいかがか。 

 

（深和局長） 

○ 米陸軍のミサイルシステム「タイフォン」は、我が国へ侵攻してくる艦艇や上陸部 

隊等に対して脅威圏の外から対処することが可能であり、このような能力は、我が国

自身が保有することとなる同種の能力であるスタンド・オフ防衛能力と相まって、我

が国へ侵攻しようとする相手に、部隊の接近が確実に阻止されることを認識させ、我

が国への武力攻撃の可能性そのものを低下させるものであると考えている。 
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○ その上で、今回の米陸軍のミサイルシステム「タイフォン」の展開訓練は、こうし 

た日米同盟の抑止力・対処力を構成する日米の様々な能力の一部分を構成するものに

すぎない。 

○ また、有事における運用について、一般論として申し上げれば、車両搭載型の米陸 

軍のミサイルシステム「タイフォン」は、一つの展開場所に拠らず、状況に応じて、適

切な場所に機動展開を行うことが想定されるアセットである。 

○ このため、特定の場所への展開訓練をもって、その展開場所での運用を予断させる

ものではない。 

○ こうしたことから、今回展開訓練を行った場所への攻撃の可能性が高まるといった

ことは想定されない。 

 

【岩国基地への輸送について】 

（福田市長） 

○ 「タイフォン」は、どのような手段やルートで輸送するのか。 

 

（深和局長） 

○ 米陸軍のミサイルシステム「タイフォン」を含め、今般の訓練に参加する米軍の装 

備品等は、岩国飛行場内の滑走路を利用した航空機による輸送をもって搬出入する予

定である。 

 

【民間航空機への影響の有無について】 

（福田市長） 

○ 輸送や一時展開に伴い、民間航空機等の運用への影響はないのか。 

 

（深和局長） 

○ 岩国飛行場内においても、民間航空機が使用する地区とは離れた場所を使用する予

定である。 

○ これらを踏まえれば、民間航空機等の運用への影響は想定されないものと考えてい

る。 

 

【騒音、煙、光など、市民生活への影響の有無について】 

（福田市長） 

○ 実弾射撃訓練は実施しないとのことだが、騒音・煙・光の発生や、発射台が動くな

ど、発射寸前を思わせる訓練もないということか。 

 

（深和局長） 

○ 米側からは、今般の輸送・機動展開訓練において実射を行うことはないとの説明を

受けているが、これ以上の具体的な訓練内容については、米軍の運用に関することで

あり、お答えは差し控えさせていただく。 

○ その上で、通常、自衛隊が機動展開訓練を行う場合には、基地から展開先にアセット



を移動させ、作動確認等を含む展開に係る一連の手順の確認を実施しており、この際、

一定の動作音やアセットの動き等を伴う場合もある。 

○ 他方、一般に、ミサイルや火砲を用いた訓練において、地域の皆様に影響を与えるよ

うな程度の騒音は実射に伴って生じるものと考えられる。繰り返しになるが、今般の

訓練において実射を行うことはない。 

○ いずれにせよ、今般のアセットの展開に当たっては、安全に最大限配慮するととも

に、地域の皆様に与える影響を最小限にとどめるよう求めるなど、引き続き適切に対

応してまいる。 

 

７ 国への要請内容（口頭要請）及び回答 

【要請内容】 

○ 今回の訓練の際の一時展開は、我が国周辺の安全保障環境が一層厳しく複雑になる

中、日米同盟の抑止力・対処力を強化することが必要との認識の下、即応性や相互運用

性の向上の観点から実施される訓練と理解するものの、実施に当たっては、以下を要

請する。 

・ 安全対策に十分配慮すること。 

・ 住民に不安を与えないよう十分配慮すること。 

・ 岩国基地での訓練の実施を通例としないこと。 

※米軍に対しては、国から上記について要請すること。 

 

【回答内容】 

○ 本日の要請については承った。 

○ 要請の内容については、直ちに本省に報告するとともに、米側にも伝える。 

 

８ 市長コメント 

○ 今回の訓練の際の一時展開は、我が国周辺の安全保障環境が一層厳しく複雑になる

中、日米同盟の抑止力・対処力を強化することが必要との認識の下、即応性や相互運
用性の向上の観点から実施される訓練と理解しており、市としてもやむを得ないと考
える。 

○ 訓練の実施に当たっては、市民生活へ影響を及ぼさないよう、また、岩国基地での
訓練の実施を通例としないことを要請した。 
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